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要   旨： 

コウモリが，超音波によるエコーロケーション機能をその生存戦略として駆使して，微小な飛翔昆

虫を検知し採餌活動を展開していることはよく知られている．このような生物が生来的に有する洗練

された優れた機能を詳細に分析・解析することによって得られる新たな知見は，次世代の高度技術社

会実現へ向けた基盤技術として期待されている．本論文の対象であるコウモリのエコーロケーション

機能も次世代の周囲環境認識技術としての展開が期待されており，近年その解明が急速に進展し，さ

まざまな観測を通じて人工ソナーに比べてその優れた機能が明らかにされつつある．しかしながら，

これらの解明は主として人工環境下における実験や観測に基づいており，これらで得られた結果と自

然界におけるコウモリの採餌行動との結びつきについては十分な考察が未だ行われてはいなかった． 

本論文で著者は，大規模マイクロホンアレイシステムによる音響信号解析から，コウモリの採餌飛

行とエコーロケーション行動の同時観測を行う手法を提案し，自然環境下において採餌飛行を行う野

生コウモリのソナー行動戦略の全体像を計測することに初めて成功している．著者はこのシステムを

用いて，数ミリ程度の小さな獲物の発見・捕食を 1秒未満という極めて短時間で連続的に行っている

観測対象種であるアブラコウモリの，ダイナミックでかつ洗練された採餌行動の全容を明らかにして

いる．また，これらの行動のうち，複数の獲物を連続捕獲時におけるパルスの放射方式に着目し，コ

ウモリが自身の飛行行動と関連付けてそのパルス放射を極めて効率的に運用していることも見出し

ている．さらに，これらの行動を考察するために，飛行軌道と放射パルスの関係に着目した数理モデ

ルを提案し，このモデルを用いると効率的な連続採餌行動を説明できることも示している． 

本論文で得られた成果は，既存の人工ソナーシステムの設計においても新しい重要な知見を与える

と同時に，動物行動学の成果としても学術的に高く評価できる．よって，本論文は博士(工学)（同志

社大学）の学位論文として十分に価値あるものと認める． 
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要   旨： 

 本論文提出者は，2009年 4月に本学大学院生命医科学研究科生命医科学専攻に入学し，それぞ

れの年度において優れた研究成果を挙げている．また，本研究科修了に必要な所定の単位を修得

するとともに，英語の語学試験にも合格しその能力についても十分な能力があると認定されてい

る． 

 本論文の主要部分は， J. Acoust. Soc. Am.誌等の当該分野の有力誌に 5 報掲載されている．

さらに， 4報の国際会議ならびに 15件の国内会議にて筆頭著者として報告されている．また，

これらの発表論文のうちの 3報は，それぞれの学会において優秀発表賞等に選出されていること

からも分かるように，その論文内容の質の高さは高く評価されている． 2013年 1月 19日午後 2

時から約 1時間 15分にわたり提出論文に関する学術講演会（博士論文公聴会）が開かれ，種々

の質疑応答が行われたが，提出者の説明によりいずれも十分な理解が得られた． 

 さらに公聴会終了後，論文に関係した諸問題について，審査委員による口頭試験を実施した結

果，提出者の十分な学力を確認することができた． 

 よって，総合試験の結果は合格であると判定した． 

 

 








